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環境にやさしい⼩⾖島の持続可能な
公共交通再⽣への挑戦

⼩⾖島地域公共交通協議会 会⻑ ⼟井健司
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⼩⾖島の歴史と⼈⼝推移 2



年 度 ⾃治体名 総 数 15歳未満 15歳〜64歳 65歳以上

2015年度
⼟ 庄 町 14,002 1,372 7,292 5,337
⼩ ⾖ 島 町 14,862 1,351 7,375 6,136
⼩⾖島合計 28,864 2,723 14,667 11,474

2016年度
⼟ 庄 町 13,806 1,329 7,018 5,458
⼩ ⾖ 島 町 14,636 1,326 7,144 6,166
⼩⾖島合計 28,442 2,655 14,162 11,624

2017年度
⼟ 庄 町 13,570 1,326 6,765 5,478
⼩ ⾖ 島 町 14,361 1,311 6,919 6,131
⼩⾖島合計 27,931 2,637 13,684 11,609

2018年度
⼟ 庄 町 13,298 1,301 6,524 5,472
⼩ ⾖ 島 町 14,132 1,299 6,747 6,086
⼩⾖島合計 27,430 2,600 13,271 11,558

各年10⽉1⽇現在常住⼈⼝

⼩⾖島の近年の⼈⼝推移

年度 2015年 2016年 2017年 2018年
⾼齢化率 39.8％ 40.9％ 41.6％ 42.1%

このタイミングで公共交通再編＋中央病院整備

4割
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持続可能な公共交通再⽣への挑戦
クロスセクターでのまちづくり：公共交通〜医療・教育 2016年
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2016年3⽉の再編に伴い、利⽤促進策や新
たな利⽤客獲得に向けて、定期券・フリー乗⾞
券ともに⼤幅に減額しました。定期券は主に⾼
校⽣の通学として、フリー乗⾞券は観光客の⾜
として、利便性の向上、周遊性の確保を図って
います。

定期券

フリー乗⾞券

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度
販売枚数(枚) 677 808 903 1,636 1,808
販売⾦額(円) 11,122,970 13,825,540 11,864,571 18,621,950 21,952,753

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度
販売枚数(枚) 5,245 8,323 20,705 28,425 21,412
販売⾦額(円) 11,165,000 17,656,500 23,830,913 27,565,319 20,997,988

※出典：⼩⾖島オリーブバス株式会社

⼩⾖島オリーブバス㈱の利⽤状況

再編の前後で 27.8万⼈
(73％)の利⽤者数増加
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65歳以上の⾼齢者ドライバーによる交通事故防⽌と
公共交通の利⽤促進を図るため、⼩⾖両町で⾃主的
に運転免許証を返納した⾼齢者に対してバス回数券
等を交付しています。

◆平成27年度まで
IruCaカード+航路回数券等

◆平成28年度から
IruCaカード+バス回数券+
航路回数券等

土庄町 小豆島町

◆⼩⾖島オリーブバス回数券
（年間6冊）を3年間交付
※2016年3⽉の再編に併せて

⽀援内容を変更

申請者数 ⽀援⾦額
2015年度 49⼈ 490,000円
2016年度 60⼈ 1,500,000円
2017年度 93⼈ 2,325,000円

※事業開始から３９８⼈

申請者数 ⽀援⾦額
2015年度 96⼈ 9,819,000円
2016年度 84⼈ 5,484,000円
2017年度 105⼈ 5,058,000円
※事業開始から555⼈

【利⽤実績】 【利⽤実績】

運転免許の⾃主返納⽀援制度 6



・⼩⾖島町では、⾼齢者の免許証⾃主返納率が3ヵ年連続で県下1位
・⼟庄町では、⾼齢者の免許証⾃主返納率が1.615％（H28年）⇒2.766％（H29年）
・H29年は、⼩⾖島町と⼟庄町が⾼齢者の免許証⾃主返納率が県下1・2位

運転免許の⾃主返納への⽀援 7



区 分 2016年度 2017年度 2018年度
⾞ 種 登録数 エコカー 登録数 エコカー 登録数 エコカー

四
輪
⾞

乗 ⽤ 営業⽤ 1 0 1 0 1 0
⾃家⽤ 4,681 207 4,711 219 4,776 196

貨物⽤ 営業⽤ 37 1 37 3 42 3
⾃家⽤ 2,739 14 2,680 8 2,629 2

総 合 計 7,458 222 7,429 230 7,448 201

⼟ 庄 町

区 分 2016年度 2017年度 2018年度
⾞ 種 登録数 エコカー 登録数 エコカー 登録数 エコカー

四
輪
⾞

乗 ⽤ 営業⽤ 0 0 0 0 1 0
⾃家⽤ 5,117 259 5,137 222 5,187 208

貨物⽤ 営業⽤ 66 0 66 2 67 0
⾃家⽤ 2,560 7 2,547 15 2,508 7

総 合 計 7,743 266 7,750 239 7,763 215

⼩⾖島町

⼟庄町・⼩⾖島町税務課軽⾃動⾞⾞種別集計表

軽⾃動⾞のうちエコカーの登録数

エコカー普及への取り組み 8



EV⽤急速充電器等設備配置と利⽤状況
次世代⾃動⾞の普及促進・低炭素社会の推進を⽬的に、島内の港・観光施設等
に電気⾃動⾞⽤充電器20台（急速充電9台、普通充電11台）を設置し、2014
年7⽉より供⽤を開始している。
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バスの再編，
⾼校・病院の統合

クロスセクターに
効果が発現

公共交通の再⽣は何をもたらしたのか？
「社会的インパクト」の評価

調査期間:2018年11⽉
配布部数：1000票
回 収 率：36.1%
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バス利⽤者
0% 10%20%30%40%50%

『買物頻度』の変化
『通院頻度』の変化

⾃分で外出したいと思う気持ち
⾃分で外出できる⼒

⾏きたいところに⾃分で⾏ける⾃信
他者に頼らず⾃⽴して⽣活する⼒

⼼や⾝体の健康状態
⽣活に対する満⾜度

離れた⾝内や友⼈と交流すること
他者とのつながりを感じること

地域の⼀員であると感じること

⾮利⽤者
0% 10% 20% 30% 40% 50%

公共交通再⽣の社会的インパクト 11
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モータリゼーション
低密度な市街地の拡散

急激な⼈⼝の減少
⽣産年齢⼈⼝減少による
通勤通学トリップの減少

格差の拡⼤による若年層の
⼀⼈当りのトリップ数の減少

利⽤者の減少

運⾏の担い⼿不⾜

企業経営の悪化

国,⾃治体の財政余⼒
の低下による⽀援の限界

交通事業者経営
破綻,路線廃⽌,
減便の増加

サービスレベルの切り下げ
公共交通モードの切り下げ

地域公共交通の消滅

⼈⼝減少,市街地の拡散，担い⼿
不⾜,国や⾃治体の財政余⼒の低
下等の状況下では，現状の改善の
みでは負の連鎖からの脱却は困難．

需要側

供給側

それでも暗い公共交通の将来 12
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安全・安⼼な移動
0.25
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公共交通

徒 歩

⾃動⾞
安全性・輸送⼒

現在の価値観 10－15年後

出典：⼟井健司：⾼齢者や⾼次脳機能障害者にやさしい交通⼿段，⾼次脳機能障害者の⾃動⾞運転再開とリハビリテーション Vol.3, 2016. 

移動への将来ニーズ 13



国・⾃治体 交通事業者

市⺠(島⺠）

クロスセクター サービス
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関係性の再構築が不可⽋

移動の選択肢と地域づくり
の選択肢を増やす

関係性の“再”構築から
持続可能な交通ネット
ワークの実現へ

交通事業者

交通利⽤者

国・⾃治体 交通事業者

交通利⽤者

MaaS
ｼｪｱﾘﾝｸﾞ
⾃動運転
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そして、新たなステージへ 15

2019年3⽉



⼩⾖島ならではのESTへ

深度化するニーズ

拡⼤化するニーズ

派
⽣
的

本
源
的

速い移動

遅い移動
遊戯性

機能性⽇常と⾮⽇常を繋ぐ

⽇常的なQoLの向上
災害時のレジリエンス

拠点内と拠点間を繋ぐ

対流による地域活性化
広域観光・産業

⾃動運転
シェアリング事業者が提供

利⽤者と共創回遊・観光交通
⼿間を楽しむ移動

MaaS
移 動 他の活動

の為の移動
移動する
ことが⽬的

16




